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各地に初雪の便りが届き、幼尐研も

いよいよ冬モードに入ってきました。

ＣＵには高校３年生のメンバーもい

ますが、そのみなさんは次なるステッ

プに向け、悔いの残らぬよう、思い切り突っ走って下さ

い。目標を成し遂げた後も雪は待っていてくれるので、

そのときまた山で会いましょう。その他のみなさん、夏

のキャンプの余韻がまだまださめていませんが、いよい

よ、待ちに待ったつまごいスキーキャンプの募集が開始

されます。それ以外にも各自所属する団体で、スキーキ

ャンプ等の指導の予定がすでに入っているメンバーも

多いのではないでしょうか。キャンパーに最高の冬の自

然体験をしてもらうためにも、月例会や研修合宿を通じ

て、一緒に切磋琢磨していきましょう。 

 

 

○第 14 回日本野外教育学会 

2011年 10月 21 日（金）～23（日）

に筑波大学で日本野外教育学会第 14

回大会が行われた。1 日目には震災とキャンプを考える

プレ企画やオープニングパ

ーティー、2日目には自主企

画や飯田稔先生（幼尐年キ

ャンプ研究会の代表）の基

調講演、討論会、総会、懇

親会等が行われた。3 日目に

は研究発表が行われ、56個

の発表が行われた（内ポス

ター発表が 16）。総勢 170

名が参加し、CUからはにく

まん、ふゆりん、しのけん、

べーべー、インディーが参

加し、よっちん、やむ、り

ん、メル、せんが運営スタ

ッフとして参加した。 

 2 日目の総会では、日本野外教育学会論文表彰が行

われ、なんと、幼尐年キャンプ研究会のデータで修士論

文を書いた私の論文が、奨励賞をいただいた。この論文

は、花山キャンプの過去のキャンパーにアンケートを送

り、キャンプ中のどんな体験が現在の環境行動（環境に

配慮した行動）につながっているかを明らかにしたもの

である。その結果として、キャンプ中の環プロやカウン

セラーの指導よりも、より深く自然と関わる体験こそが、

実は花山キャンパーの現在の環境行動につながってい

た。この研究は、長年高い質のキャンプを継続し続けて

きた幼尐年キャンプ研究会だからこそできた研究であ

り、改めて幼尐研の価値を感じると共に、研究に協力し

てくれた人への感謝の念を感じた。 

 

5 年前のこの研究からスタートし、今回の学会ではキ

ャンプの登山で、より深く自然を感じること（ウィルダ

ネス体験）ができた人が自然に対する態度が向上した、

という研究発表を行った。花山キャンパー以外のキャン

プ参加者とも比較をする必要があるというごもっとも

な指摘を受けたが、多くの人に興味を持ってもらえるこ

とができた。 

また、ふゆりんが多くの新規会員をゲットしていたよ

うに、非常にたくさんの人と知り合い、情報交換するこ

とができた。幼尐年キャンプ研究会からもこのようなイ

ベントにより多く参加するようになるといいと思う。ち

なみに、来年の学会は、7月に沖縄でありますよ！ 

（にくまん） 

 

 

○ＨＰ投稿記事に関して 
ブログのデザインも秋仕様となりまし
た。皆さん、見ていただいていますか？ふゆりん、よっ
ちんはたくさん投稿させてもらっているため、投稿作業
をすらすらと行えるようになりました。是非、皆さんに

もこの HPを活用してもら
いたいので、活動があれば、
お知らせください。 
登山での感動、キャンプで
の楽しさ、クライミングで
のドキドキなどを一緒に
共有しましょう。 
 
よっちん： 
s0812009＠
u.tsukuba.ac.jp 
CU HP：
http://yoshonencamp.com
/cu/ 
 

 
○CU 新規会員続々入会中！！ 
 野外教育学会で活動に賛同してい
ただいた方の入会が多数ありました
ので、次回号で紹介していこうと思います。 
 

 
○今後の月例会・研修合宿の予定 
 
・月例会 

11 月の月例会は 11月 26日（土）13：00～ 

12 月の月例会は 12月 11日（日）13：00～ 

※役員会は月例会と同じ日程で行います。 

 

 

 

http://yoshonencamp.com/cu/
http://yoshonencamp.com/cu/
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・研修会 

 12 月末に幼尐研の代表の飯田先生が学長を務めるび

わこ成蹊スポーツ大学との合同研修会を予定していま

す。詳細は追って連絡します。 

 

○11 月月例会 

日時：2011年 11月 26日(土)13:00～ 

場所：幼尐年キャンプ研究会事務局 

（つくば市大曽根 3765-4、TX つくば駅つくばセンター3

番のりばつくバス北部シャトル筑波山口行き「大穂庁

舎」下車。徒歩 5分。運賃 200 円） 

対象：CU 会員、また会の趣旨に賛同する者 

内容：クラフトマスターへの道～草木染め編～＆第２回

アウトドアクッキング大会 

参加費：1000円 

 

キャンプの中で、他の活動とは一味違うスキルが求めら

れるクラフト指導。そして普段の生活ではなかなか練習

する機会もない…。そこで、芸術の秋である今！草木染

めのスキルを身につけつつ、クラフトの指導のポイント

を学びましょう。染めた布で小物作りをする予定です。   

また、後半戦には「第 2回アウトドアエコクッキング

大会」を開催します。山でのお料理は、限られた材料で、

おいしく、かつ省エネに作らねばなりません。「時間」「燃

料消費」「テイスト」「オリジナリティ」「クリーン」「コ

ーポレーション」の観点で、山料理の工夫の仕方を考え

ながら料理をしましょう！ 

 

参加希望の方は、佐藤まで 

（080-1211-8971 s0810697@u.tsukuba.ac.jp ） 

参加申し込みをしてください。 

締め切り：11月 20 日(日) 

 

○12 月月例会 

日時：2011年 12月 11 日(日)13:00～ 

場所：幼尐年キャンプ研究会事務局 

対象：CU 会員、また会の趣旨に賛同する者 

内容：スキーの指導法、ゆめキャンプ 

つまごいスキーキャンプ発送作業（予定） 

参加費：500円 

上手に滑れるだけでは、スキーの指導はできません。基

礎・基本の理論を抑えてこそ、参加者が上手になる為の

手助け、つまり指導が出来るのでは。そこで、いよいよ

到来するスキーシーズンに向け、スキーの基本、指導法

をおさえておきましょう。悪いクセを直すための「バリ

エーション」を頭の引き出しに入れておけば、指導も楽

に楽しくできると思いますよ！ 

参加希望の方は、佐藤 

（080-1211-8971 s0810697@u.tsukuba.ac.jp ）まで

参加申し込みをしてください。 

締め切り：12月 5日(月) 

 

<スタッフ募集＞ 

○Ｊリーグファジアーノ岡山ウィンターキャンプ 

内容：サッカーＪリーグに所属するファジアーノ岡山の

選手を対象とした、シーズンインのキャンプの一貫とし

て行う 2 泊 3日のキャンプを指導します。 

主な活動は、蒜山の雪山登山です。対象がプロのサッカ

ー選手ですので、しっかりとした指導者の心構えを持て

る人（持てるようになりたい人）を募集します。雪山ス

キルがちょっと心配な人は事前に研修会を行いますの

で、是非チャレンジしてみて下さい。 

 

日程：1月 15日〜17日（14 日から現地に入ります） 

場所：岡山県蒜山高原（飛行機移動・旅費全額負担） 

対象：ファジアーノ岡山選手約 40名 

募集：3 名募集（大阪体育大学野外活動部学生とコラボ

します） 

 

指導内容： 

カウンセラー 

雪上キャンプ 

野外炊事 

雪山登山 

ＡＳＥ等 

本部スタッフ 

食料係、装備係、 

プログラム補助等 

募集〆切：11月 26 日（土）11月月例会 

連絡：幼尐研事務局まで 

 

＜お知らせ＞ 

○2011 冬 モンベル商品注文 

各地から雪の便りが届きはじめ､CU のみなさんもそろ

そろソワソワ、ウキウキしているのでは、楽しいキャン

プやスキーは、いい装備から。冬に向けてモンベル商品

の注文を受け付けますので、冬の装備にご活用下さい。 

 

申込〆切：11月 26 日（土）11月月例会 

商品引渡：12月 11 日（日）12月月例会 

 

詳細：当研究会カウンセラーユニオンのウェブサイトを 

ご確認下さい 

（ http://www.yoshonencamp.com/document/mont-bell.

pdf）。 

申込：当研究会のウェブサイトよりお申し込み下さい

（http://p.tl/Vvkk）。 

お詫び：2011 夏のご注文では、注文した商品の在庫がな

い場合を想定してなく、ご注文いただいた方々には、た

いへんご迷惑をおかけしました。今回から、在庫確認の

後にご入金いただけるよう手順を改善しましたので、引

き続きご利用下さい。 

 

mailto:s0810697@u.tsukuba.ac.jp
mailto:s0810697@u.tsukuba.ac.jp
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○書籍紹介 
 
≪野外教育入門シリーズ第２巻
≫  

「安全管理と安全学習」 
 

星野敏男・金子和正監修 
自然体験活動研究会編 
杏林書院 

 
今年の野外学会でも一番の売

れ行きだった、2011年 7月に発
行された、野外教育入門シリー
ズ第 2巻！！第 5巻まで続くと
いうことで是非、5 巻すべてそ
ろえておきたいところですよね。
この第 2巻は第 1巻と比べて書店にあまり置いてないそ
うです。お近くの書店にない場合は是非、お取り寄せし
て呼んでみて下さい。 
＜内容＞ 
第 1章から第 4 章には，指導者がどのような「安全管 

理～つくる安全～」をなすべきかについてのヒントが多 
分に盛り込まれています。さらに，第 5 章から第 8章の 
「安全教育～まなぶ安全～」では，学習者が安全につい 
ての知識や技術を習得するとともに、安全意識そのもの 
を自ら高め、主体的かつ能動的に安全行動に取り組もう 
とする態度を育成することを目的としています。 
 

 
先日、卒論の調査で“高尾山”と“筑

波山”に行ってきました。調査という
名目で行きましたが、あわよくば紅葉
を楽しんで行こう。と思っていた私で
したが、まだ早く見ごろではありませんでした((+_+))
また、登山客に今年の紅葉はどうか？と尋ねると、あま
り寒くならないし、台風で葉が飛ばされちゃって今年は
ねぇ～という残念な返答が返ってきました。しかし、最
近は、やっと寒さも冬らしくなり、近所の木も一気に紅
葉し、綺麗な色を見せてくれています。山から見る紅葉
が恋しい私ですが、今年は近所の紅葉で秋を満喫しよう
かと思います。 

まだまだ、秋を満喫している私ですが、北海道では初
雪を観測し、冬へ突入しました。冬…スキー…楽しみで
すね～。 

季節の変わり目は、体調を崩しやすい時期ですので、
皆さん、体調管理には十分気をつけて 11月後半もお過
ごしください。           （よっちん） 
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